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講義内容 

 火力発電の基本的な流れ 

 熱力学の基礎 

 熱力学第１法則 

 熱力学第２法則 

 カルノサイクル 

 エントロピー 

 ランキンサイクル 

 火力発電用蒸気タービン 

 基本構成 

 複合サイクル 
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エネルギーの相互変換 
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火力発電の流れ 
 化石燃料を燃焼（化学エネルギー） 

 蒸気を発生（熱エネルギー） 

 タービンを回転（力学的エネルギー） 

 発電（電気的エネルギー） 
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火力発電の例 
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出典：東京電力 蒸気発生用淡水の量は一定、 

熱交換系は閉じたシステムだ 
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火力発電の例 

 千葉県にある発電所：富津発電所 
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熱力学の基礎 


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熱力学の法則 


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

熱力学の法則 
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Carnotサイクル 


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Carnotサイクル 
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
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Rankineサイクル 

 蒸気タービン：作動流体は水、その蒸発や凝縮といっ
た相変化を含むサイクル 

 ポンプ 
断熱圧縮 

 ボイラー 
等圧加熱 

 タービン 
断熱膨張、タービン 

を回転させる 

 復水器 
等圧冷却 
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Rankineサイクル 
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飽和液線 

飽和水蒸気線 
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蒸気タービン 
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効率改善策 

 基本原理 
Carnotサイクルに近づける 

 斜線部を減らす 
1)タービン入口の温度・圧力を高める 

2)冷却水の温度を下げる 
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再熱・再生サイクル 

 再熱サイクル：タービンからの蒸気を再熱、タービンに戻す 

 再生サイクル：タービンからの蒸気を給水の予熱に使用 
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複合サイクル 
 蒸気タービンとガスタービンを複合する 

 50%以上の効率を達成 
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まとめ 

 火力発電の基本的な流れ 

 熱力学の基礎 

 ランキンサイクル 

 火力発電用蒸気タービン 

 基本構成 

 効率向上策 

 

良い参考資料 

ＦＮの高校物理 

熱機関の効率（蒸気動力サイクル） 

http://fnorio.com/0103heat_engine%28steam_cycle%291/

heat_engine%28steam_cycle%291.htm 
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